
１ 安芸地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

安芸地域は、高知県の東部に位置し、海・山・川の恵まれた自然と温暖な気候を生かし、

古くから第一次産業を中心に営んできましたが、年々人口が減少し、昭和30年代半ばには

10万人余であった当地域の人口は、令和２年の国勢調査では43,666人となり、前回調査（平

成27年）と比較して9.7％減少するという状況になっています。

安芸地域の令和２年度の市町村内総生産（名目）は、149,885百万円であり、平成27年度

と比較すると約0.1％増加しています。なお、令和２年度の県内総生産（名目）に占める割

合は約6.4％です。

産業別構成比（令和２年度）は、第一次産業である農林水産業の割合が 10.2％を占め、

７つの地域の中で一番高いことが特色に挙げられます。

※特化係数:安芸地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。
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H27(高知県)

R2(高知県)

R2(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R2 特化係数※ H27 R2
農業 2.68 2.81 宿泊・飲食 1.35 1.29 
林業 2.26 2.46 情報通信業 0.35 0.32 
水産業 4.24 5.10 金融・保険業 0.55 0.53 
鉱業 1.68 1.52 不動産業 0.80 0.74 
製造業 0.99 1.07 専門 0.35 0.28 
電・ガ・水・廃 1.33 1.22 公務 1.12 1.13 
建設業 1.47 1.68 教育 1.20 1.13 
卸売・小売業 0.71 0.69 保健衛生 0.99 0.97 
運輸・郵便業 0.64 0.66 その他サービス 1.03 0.99 
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産業構造の特徴

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）



農業分野

地域の特性に応じた多様な農業が展開されており、特に平野部は冬春ナスを中心とする

ハウス園芸地帯として、中山間地域は古くからのユズの産地として、それぞれ日本一の生

産量を誇っています。

施設野菜については、全国に先駆けた天敵昆虫の利用などに取り組み、消費地から安全・

安心な野菜の産地として高い評価を受けるとともに、収量・品質の向上を目指した環境制

御技術の迅速な導入に取り組んでいます。

一方、ユズについては、平成24年度に始まった日本初のヨーロッパへの青果輸出が、毎

年継続して行われており、ヨーロッパでの知名度が徐々に高まってきています。また、北

川村の大規模な園地整備や馬路村の村外労働力を確保する取り組み等、将来に向けてユズ

産地を維持するための仕組みづくりに取り組んでいます。

また、農商工連携や６次産業化などによる新商品の開発を進めています。

林業分野

森の工場の拡大や路網整備等による効率的な原木生産をはじめ、森林経営管理制度を活

用した意欲と能力のある経営体による林地の集約化などを進めています。

木材加工については、ウッドショック後の製品価格の下落や住宅着工戸数の停滞の影響

による売上げ減、電気や燃料、資材等の高騰による利益率の低下が続く中、生産性の向上

のため、加工機械や木材乾燥機の整備、経営改善に向けた事業戦略づくりなどを進めてい

ます。

水産業分野

資源量や海洋環境の変化に伴う漁獲量の減少、魚価の低迷、漁業就業者の高齢化など、

取り巻く環境は年々厳しさを増しています。そのため、漁獲物の販売促進や高鮮度処理に

よる魚価の向上、移住促進策と連携した就業希望者の掘り起こしや研修制度の充実等によ

る担い手の確保・育成の取り組みを進めています。

商工業分野

地域資源である海洋深層水やユズ等を活用した商品の製造に加え、道の駅や直販所など

における地場産品の販路拡大を進めています。商店街では、地域の活性化や商業機能の維

持・発展などを目指す商店街等振興計画に基づく取り組みや、にぎわいづくりのために、

地域の若者や学生が中心となって、イベントの企画・実施を行うなど、活性化に向けた取

り組みが進んでいます。

観光分野

平成27年度に開催された東部地域博覧会を契機として、新たな地域資源の掘り起こしや

観光プログラムの造成等が行われ、安芸地域の魅力度が向上したことから、さらなる観光

資源の磨き上げや情報発信を行うため、平成28年２月に「（一社）高知県東部観光協議会」

を設立し、９市町村が連携して広域観光の推進に取り組んでおり、令和２年３月には日本

版DMO（現.登録DMO）に登録されています。

歴史や食を生かした観光振興の取り組みに加え、県の観光キャンペーン等を契機とした

自然・体験型観光資源の磨き上げや、ストーリー性を生かした旅行商品開発、地元住民に

よるガイドの育成、高知県東部観光協議会を中心とした教育旅行の誘致、マーケティング

の強化等に取り組んでいます。



また、徳島県と連携した観光振興の新たな動きも生まれています。

（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、各市町村のまち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みと歩調を合わせて、

第一次産業の振興に向けた生産・加工体制等の充実・強化や、販路拡大の取り組みを継続

するとともに、地域の一次産品等を活用した加工品づくりや、道の駅・直販所における機

能の強化にも引き続き取り組みます。

農業分野

地域ぐるみで取り組んでいる有機栽培によるユズや、地域の特産品であるポンカンなど

を活用した新たな加工品開発や認知度向上に取り組み、新規顧客層の開拓や担い手の確

保・育成に取り組みます。

林業分野

森の恵みである木材や木製品について、経営コンサルタントの活用などにより関西圏を

中心とした販売強化を進めていきます。

水産業分野

漁業者による地元水産物や近海マグロ、低利用魚を活用した加工品製造・販売及び衛生

管理体制の高度化に取り組み、高付加価値化、漁業者の所得向上を図ります。また、加工

事業者による高度な衛生管理体制下での地元水産物の加工品製造・販売についても引き続

き取り組みます。

商工業分野

道の駅や農産物直販所などにおいて、農水産物や地域資源を生かした加工品の品揃えの

充実及び販路の拡大、情報発信機能の強化など、観光分野とも密接に連携した取り組みを

進めていくほか、地域の中心市街地に賑わいと活力を呼び戻すための取り組みを進めてい

きます。

観光分野

（一社）高知県東部観光協議会を中心として、市町村や関係団体、事業者等と連携しな

がら、体験プログラム等の造成、宿泊・交通等と連携した周遊促進商品やご当地グルメの

開発などにより地域資源の観光資源化を図るとともに、市町村を中心に県や国の事業を活

用した拠点施設等の磨き上げを行い、安芸地域の魅力づくりを推進します。これらの資源・

魅力をフックに、「どっぷり高知旅キャンペーン」などの県の施策とも連動しながら、発地

及び着地でのプロモーションを強化・推進し、交流人口の創出・拡大に繋げていきます。

併せて、マーケティング調査・分析、国・県事業等との連携による観光の担い手確保や育

成支援など受入れ体制の整備、観光関係者で連携する仕組みの構築等に取り組み、持続可

能な観光地域づくりの基盤整備を進めていきます。





（３）　具体的な取り組み

分
野
№

室
戸
市

安
芸
市
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町

奈
半
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町

田
野
町

安
田
町

北
川
村

馬
路
村

芸
西
村

1 ●

2 ●

3 ●

林4 ●

水5 ● ● ● ● ●

6 道の駅キラメッセ室戸を核とした地産地消・外商の拡大 ●

7 安芸市中心市街地の活性化 ●

8 海の駅東洋町を拠点とした地域振興 ●

9 なはりの郷を核とした特産品の販売促進と体験型観光の推進 ●

10 道の駅「田野駅屋」の機能強化に向けた取り組み ●

11 やすだ資源を生かした新商品開発による地産外商の推進 ●

12 地場産品直販所「かっぱ市」を核とした地域活性化 ●

13 安芸地域の観光振興の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 日本遺産を活用した中芸地域の活性化 ● ● ● ● ●

15 室戸市の観光資源を生かした交流人口の拡大・地域振興 ●

16 安芸市のユズ、ナス等の地域食材や観光資源を活用した交流・関係人口の拡大 ●

17 東洋町における体験型・滞在型観光の推進 ● ●

18 安田川アユおどる清流キャンプ場における交流人口の拡大による地域の活性化 ●

19 北川村観光３施設を核とした交流人口の拡大 ●

20 自然や歴史・文化を活用した山と暮らす馬路村の観光振興 ●

項目

「村を売り出す」有機栽培ゆず製品の販路拡大による地域の活性化

東洋町のポンカン加工品の販路拡大と後継者確保による地域振興

芸西村の白玉糖を活用した地域活性化

馬路の林業加工品の販売促進

芸東地域の水産物の付加価値向上と販路拡大

農

商
工

観
光



　1、4、13、14、20

　5、6、13、15、17 

　13、14、19

　2、5、8、13、17

　5、9、13、14

　5、10、13、14
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　7、13、16

　3、12、13
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